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EffectofFieldSolarizationonControlofSoilNematodes
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SummarV
〃

1)Nematodesweregreatly(upmost99%)reducedintoplOcmsoilofafieldafterthesolarizationfor
four-weeksby0.02mmpolyethylene-filmmulchinJuly,butsurvivedinthedeepersoi1.
2)Effectofsolarization(fOurweektreatment)tonematodeswashighestinAugust,higherinJuneand
July,butlowinMayandSeptember.
3)Root-knotnematode,MeloidOgyneincOgnita,wasnotisolatedfromsoil inapolyethylenebaga仕er
treatmentbyawaterbathin50℃fOrlhr.,45℃fOr4hrs.and40℃fOr72hrs.
4)Rootlesionnematode,Habﾉﾉenchuspeneimns,wasnotisolatedfromsoilinapolyethylenebagafter
treatmentbyawaterbathin50℃fOrlhr.,45℃fOr72hrs.and40℃fOrmorethanl20hrs.
5) Free-livingnematodes(mainlyRhabditida)wereisolatedfromsoil inapolyethylenebagafter
treatmentbyawaterbathin50℃fbr24hrs.,45℃fOr72hrs.and40℃fOrl68hrs・Thisshowsthatthese
nematodesaremoretoleranttohightemperaturethanplantparasiticnematodes,andthefOrmercanbe
usedastheindicatortocheckthesolarizationeffectstosoilnematodesincludingplantparasiticfOrms.
6)Accordingtotheseresults,nonematicidaltreatmentareneededfOrplantparasiticnematodecontrol
incarrotproductionintheKantodistrict(centralJapan)bythefour-weeksolarizationbypolyethylene-
filmmulchbefOresowinginfine/hotweatherconditionOeal). Inthiscase, itisnecessalythatthefield
isfertilizedandtilledbeforethesolarization,andsowedthecarrotseedswithouttillageafterthis
treatmentforpreventingcontaminationofthedeepersoilofhighnematodedensitytothetopsoil.
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異なるが， 5月から9月にそれぞれ4週間の太陽熱
処理を行った． この結果をみると，太陽熱処理によ
る線虫防除は，6～8月には高い効果があるものの，
5月処理では効果はやや低い． 9月処理の効果は低
く実用的な線虫防除効果は期待できない． ただし，
圃場実証試験の処理Bのように， 8月処理であって
も，気温が低く経過し地温の上昇が小さい気象条件
の場合は，効果が低いことがある． また， 9月処理
の効果が低かったことから，試験を実施していない
10月以降の秋期および冬期は，太陽熱処理による線
虫防除効果は期待できないと判断される． なお， フ
イルム被覆の方法については，通常のマルチより，
マルチにトンネル被覆を併せて行うことによって線
虫密度低減効果がやや高い傾向にあったが，両者の
差は明確ではなかった．
また，通常のニンジン栽培とは異なるが，圃場実

証試験で行ったうねマルチ処理は，平うねの処理と
比較して線虫密度抑制効果が劣った． これは，盛り
上げた状態で処理した土壌を処理後に平らにならし
て播種したため，熱処理が不十分な地中の深い部分
の土壌が表面近くに出てきたためと推測される．
土壌の加温試験結果によると，サツマイモネコブ
センチュウおよびキタネグサレセンチュウの加温処
理による検出数の減少傾向はほぼ同じであり， これ
ら有害線虫を防除するためには， 50℃では1時間以
上， 45℃では4時間以上, 40｡Cでは72時間以上の処
理時間が必要と判断される． キタネグサレセンチュ
ウの近似種であるキクネグサレセンチュウの加温試
験（土壌を試験管に入れて処理）では， 45℃で1時
間， 40℃で12時間で死滅したが， 35℃では15日後で
も生存していたとされた(1)． また，土壌から分離し
たサツマイモネコブセンチュウ第2期幼虫を少量の

水とともに試験管に入れて行った加温試験では('0) ，
土壌を加温した場合と比較して，同じ温度であって
も線虫はより短時間で死亡することが報告されてい
る．
なお，処理中に処理前を上回る線虫数が計測され

る場合があったが， この原因としては，加温処理の
前または処理中に産卵された卵からの幼虫の孵化が
あった，実験に使用した土壌中の処理前の線虫数が
均一でなかった， あるいは， その両方によって生じ
た誤差である可能性が推測される．
以上の本研究の中で行った試験の結果から，晴天

が多く ，地温上昇が顕著な気象条件の年にあっては，
千葉県埼玉県，茨城県等関東平野における秋冬作
ニンジンの播種適期である7月下旬までの4週間，
うねの表面を透明のポリエチレンフィルムで被覆し
て行う太陽熱処理は，ニンジンの収量および品質低
下の原因となるキタネコブセンチュウ，サツマイモ
ネコブセンチュウ，キタネグサレセンチュウの地表
近くの生息密度を低減させる効果を持つと判断され
る．

ただし， 7月の太陽熱処理であっても，線虫密度
低減効果は地表近くに限られ， それ以下の土壌層の
線虫密度は高いことが多い． このことから，効果の
低かった深層の土壌が表層と混じり合わないように
するため，施肥は太陽熱処理前に行い，処理後は，
ロータリ耕を行うことなく ， フィルムを取り去った
直後にニンジンを播種することが重要である． これ
によって,天候不順で地温の上昇が小さかった場合，
あるいは，ニンジンの前作として有害線虫の増殖に
好適な作物を栽培して圃場の有害線虫密度が高い場
合を除いて，ニンジン栽培で広く行われている殺線
虫剤による線虫防除は不要になると考えられる．

V摘 要

（1）ニンジン播種前の4週間の太陽熱処理によっ
て，深さ10cmまでの土壌中に生息する線虫密度は
大きく低下した． ただし, 10cmより深い土壌層の
線虫に対する効果は少なかった．
（2）太陽熱処理を行う時期別の効果は， 8月処理
が最も高く ，次いで7月処理および6月処理であっ
た． 5月処理の効果はやや低く ， 9月処理では効果
は小さかった．

（3）土壌の温湯浸漬試験の結果によると，サツマ
イモネコブセンチュウが検出されなくなる処理温度
と処理時間の組み合わせは， 50℃で1時間， 45℃で
4時間， 40℃で72時間であった．
（4）同様の試験によって， キタネグサレセンチュ
ウが検出されなくなる処理温度と処理時間の組み合
わせは， 50℃で1時間， 45℃で72時間， 40℃で72な
いし120時間以上であった．
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昇が少ない年， また，有害線虫の密度が高い場合に
は，十分な防除効果が得られないことがあると判断
された．
（6）太陽熱処理による線虫防除効果は，表層の
10cm程度に限られることから，効果の及ばないよ
り深い層の土壌と表層の土壌が混じらないようにす
ることが重要であり，太陽熱処理後はロータリ耕を
行わず播種する必要がある． また， これに伴って，
施肥は太陽熱処理前に行う．

（5）以上のことから，千葉県，埼玉県，茨城県等
関東平野における秋冬作ニンジンの播種適期である
7月下旬までの4週間うねの表面を透明のポリエ
チレンフイルムで被覆して行う太陽熱処理は，ニン
ジンの収量および品質低下の原因となるキタネコブ
センチュウ，サツマイモネコブセンチュウ， キタネ
グサレセンチュウの密度低減に有効であり，晴天の
多い気象条件の年には，殺線虫剤を使用する必要が
なくなると判断した． ただし，晴天が少なく地温上

Ⅵ引用文献

1 ．福井俊男・小玉孝司・中西喜徳（1981）太陽熱
とハウス密閉処理による土壌消毒法について
Ⅳ．露地型被覆処理による土壌伝染性病害虫に
対する適用拡大．奈良農試研報， 12, 109-119.

2．萩谷俊一・篠原茂幸・白崎隆夫（1982）ニンジ
ン栽培畑におけるキタネグサレセンチュウの発
生消長とマリーゴールドの導入効果千葉農試
研報， 23， 21－29．

3．堀内誠三（1990）野菜・花きにおける太|場熱利
用土壌消毒法の実施状況についての調査．野茶
試研究資料, 4, 34pp.

4．片山勝之・三浦憲蔵・皆川望(2003)透明ポ
リエチレンフィルムの土壌表面被覆による太陽
熱処理の雑草防除効果． 中央農研研究報告， 3，
81－87．

5．小玉孝司（1976）夏期のハウス密閉による土壌
消毒今月の農薬, 20(7) , 80-83.

6.Mamiya,Y. (1971)Effectoftemperatureonthe
life cycleofPratylenchuspenetranson

cryptomeraseedlingandobservationonits
reproduction・ Nematologica,17, 82-92.

7．三浦憲蔵・片山勝之・皆川望（2003）乾燥豚
ぷん連用野菜畑における太陽熱処理導入下「レ
タスーニンジン」体系の窒素収支に基づく投入
管理． 中央農研研究報告， 3， 71－79．

8．佐野善一（1988）夏播きニンジンにおけるサツ
マイモネコブセンチュウの密度と被害．九病虫
研会報, 34, 127-130.

9．高倉重義・湯原巖(1992) "キタネコブセン
チュウ"．線虫研究のあゆみ． 日本線虫研究会，
139-141.

10．竹内妙子・福田寛（1993）熱水土壌消毒によ
るトマト青枯病，褐色根腐病およびサツマイモ
ネコブセンチュウの防除千葉農試研報， 34,
85-90.

11．山田英一（1967）数種作物におけるキタネグサ
レセンチュウの消長．北日本病虫研報， 18，
124．


